
1 

平成２６年６月２5 日 

 

NEWS RELEASE ｗｗｗ.jogmec.go.jp 

独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構 
 
問合せ先： 石油ガス備蓄部企画課 中村 TEL：03-6758-8601 
広報担当： 総務部広報課 西川 TEL：03-6758-8106  
 

七尾国家石油ガス備蓄基地における 

平成２６年度国家備蓄石油ガス放出訓練の実施について 

 
 

 
 

七尾基地の放出訓練は緊急時等を想定し、国が備蓄する石油ガス（以下「国備ガス」という。）を隣接す

る民間基地のタンクに配管輸送で放出（訓練数量：プロパン、ブタンそれぞれ３００トン）するもので、ＪＯＧ

ＭＥＣが主催し、七尾基地の操業会社であるＥＮＥＯＳグローブ(株)が実施主体となって行ったものです。

七尾基地は平成１７年７月から操業を開始しており、緊急時における国備ガスの放出を想定した訓練を平

成２０年度から年１回実施しています。 

訓練の実施にあたっては、関係者の意識も高く、各関係機関への報告、各種作業手順の確認等を本番

さながらに実施し、所要の成果をあげ無事訓練を終了しました。 

 

なお平成２３年３月１１日の東日本大震災において東北地方の石油ガス安定供給に資するため、同年４月４

日～７日に茨城県の神栖国家石油ガス備蓄基地から４万トンの石油ガスが初めて放出されました。放出にあ

たっては、それまでの放出訓練の成果がいかんなく発揮されたところです。 

 

 

 

【七尾国家石油ガス備蓄基地の概要】 

平成１０年１０月 立地決定 

平成１７年７月 基地完成・操業開始 

平成１７年８月 第１船入港・本格備蓄開始 

平成２０年８月 目標備蓄量（約２５万トン）達成 

          （プロパン 約５万トン×３基） 

          （ブタン   約５万トン×２基） 

 

 

 

ＪＯＧＭＥＣ（本部：東京都港区、理事長：河野博文）は、平成２６年６月２２日に国から委託を受けて管

理している七尾国家石油ガス備蓄基地（石川県七尾市、以下「七尾基地」という。）において、本年度の国

家備蓄石油ガスの放出訓練を実施しました。 
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事前確認会                         隣接基地との境界配管満液確認 

 

計器室での訓練開始指示                        作業進捗状況の記録 

 

 

作業進捗状況の確認                          放出数量の確認 


